Journal of Environmental Information Science, Vol.44.,No.5

論文体裁・書式に関する自己チェック表

原稿の提出前に下記の事項について必ず確認のうえ、右の□欄の全てにチェックをお願い致します。
なお、申告内容に虚偽があった場合は、審査対象外となる場合もありますので十分注意してください。
（一社）環境情報科学センター
氏　名：　　　　　　　　　　　　 

論文タイトル：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
チェック事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
チェック欄
Ⅰ．原稿の体裁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 左右（各18ｍｍ）、天地（各27ｍｍ）の余白を確保している
□
Ⅱ．原稿分量＜下記の原稿分量からの逸脱は審査対象外となります。十分注意してください！＞
· １頁＝46ライン×2段組（表題頁の本文行数は1段最低20ラインとる）の体裁を守っている。
□
· 刷り上りの頁数は標準6頁～8頁の偶数頁におさまっている。それを超える場合は、最大
□
12頁までの偶数頁におさまっている。
Ⅲ．原稿構成
· 本文中の補注／引用文献の表記方法は執筆要領（見本）に従っている
□
※例年、補注・引用文献表記については、要領を逸脱するケースが多々見られます
　（例：連番で対応させる等）ため、審査時には厳しくチェックします。特に注意してください！


· 表題や見出し等のフォント、文字の大きさ、体裁などは執筆見本（見本）に従っている。
□
· 脚注の著者の所属機関の表記は適切（職名は記載しない等）である。また、脚注上部の罫線が
□
見本通りに引かれている。
＜版下原稿のため、いずれも体裁を整えるうえで大切です。ご協力ください＞
Ⅳ．図表、写真
· 掲載時はA4からB5に縮小されることを考慮して、読者が判読可能なように作成されて
□
いる（グラフの凡例や、文字の大きさなど）。


· 表のタイトルは上、図・写真のタイトルは下になっているか？また、図表番号が本文の
□
引用箇所とずれていないか？

· 図表、写真は頁の天地（上部と下部）に寄せて割り付けてあるか？
□
＜文章中に挟んで配置してはいけません。＞
Ⅴ．提出書類　＜①②④については必要ページのみカラー印刷（表示）したものを提出してください＞

①正原稿　３部（氏名，所属，謝辞を記し、行番号を付記したもの。）
□
②査読用原稿　２部（正原稿から氏名，所属，謝辞をマスキングし、行番号を付記したもの）
□
③邦文の抄録　　　　５部（うち2部は氏名、所属をマスキングしたもの）
□
④上記①~③のpdfファイルならびにWordファイル
□
⑤英部校閲を受けたことを証明する書類　　　 ２部（原本１・コピー１）
□
⑥「論文体裁・書式に関する自己チェック表」　２部（原本１部・コピー１部）
□
⑦審査料の送金控えのコピー　１部
□
⑧Editorial Policy の3.Contribution conditionsに該当する場合は関係資料　４部
□
以上

